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○ 前年対比：引受面積

○ 引受概況：令和３年産水稲の引受面積は、収入保険への移行により前年産に比べ3,352ha減少した。

          これにより共済金額は1,765,419千円減少した。また、加入方式別の割合 （組合員数）は、一筆方式が全体の78.3％

     　 　半相殺方式13.6％、全相殺方式1.7％、品質方式1.2％、地域インデックス方式5.2％となり、令和４年産からの一筆方式廃止
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●水稲共済関係

（引　　受）

項目

手持共済掛金

区分 (A) (B) (A)+(B)

水　稲 9,902 1,310,942.0 45,061,335 9,054,677,626

組合員数 引受面積 引受収量 共済金額 徴収共済掛金 交付金

9,170,459 8,663,611 17,834,070

内
訳

一筆方式 7,415 1,026,901.4 34,230,748 6,739,246,601 5,820,459 5,629,457 11,449,916

半相殺方式 1,544 178,806.0 6,708,074 1,334,169,892 1,880,061 1,762,414 3,642,475

493,954 1,022,555

地域インデックス 610 68,191.2 3,214,149 658,755,893 423,344 417,927 841,271

全相殺方式 271 21,578.2 908,364 186,214,620 528,601

水　稲 79.6%

      　　にむけて加入方式の移行が進んだ。

359,859 877,853品質方式 75 15,465.2 136,290,620 517,994
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○

（支　　払）

円 円 円 円 円 円 ％

第２

（被　　害）
項目

共済金
被害組合員数 支払対象面積 共済減収量 生産金額減少額 共済金 備　　考

共済金額

区分
ａ

水　稲 298 26,260.6 232,064 - 39,659,200 0.44

内
訳

一筆方式 204 14,506.0 126,901

全相殺方式 42 3,625.8 20,708

22,003,236 0.33

半相殺方式 31 3,436.2 51,169 10,228,120 0.77

2.19品質方式 15 4,613.8 32,340 2,988,774 2,988,774

4,245,140 2.28

地域インデックス方式 6 78.8 946 193,930 0.03

項目

支払月日 実支払共済金

共　　済　　金　　支　　払　　財　　源
実支払共済金

保険金
手持掛金 法定積立金

水　稲 被害概況：７月２９日の大雨による冠水や土砂の流入、８月の降雨を伴った台風により倒伏や褐変の被害が発生した。

　　　　　６月下旬からのいもち病好適感染日が多くなり、７月上旬に降雨が続いたことから、いもち病が県下全域で発生した。

　　　　　また、中山間地域において、イノシシ・シカ・サルによる倒伏および食害が発生した。

令和 年 月 日

特別積立金 その他
共済金

保険区分 充 当 額 充　当　額

第
１

水
稲

一筆方式 R3.12.21 22,003,236

16,956,217

計 36,670,426 100.0

4,245,140 100.0

地域インデックス R3.12.21 193,930 100.0

19,714,209

100.0

半相殺方式 R3.12.21 10,228,120 100.0

全相殺方式 R3.12.21

100.0水稲　品質方式 R3.12.21 2,988,774 877,853 2,110,921


